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 この方法をリジン残基の側鎖アミノ基をグアニジル化により保護したタンパク質に行うことでタンパク質の N 末
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端のみを検出でき、簡便に N 端アミノ酸配列解析ができることがわかった（N 端選択標識法）。また、タンパク質混
合物に N 端選択標識法を用いることで系中に含まれる全ての N 端ペプチドの同時検出にも成功した。更に、タンパ
ク質を酵素消化した消化断片をグアニジル化し〈Ru〉-CO 標識することで 90％以上の高いシーケンスカバー率が得ら
れ高精度なタンパク質の同定ができた。 
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